
～ ２０２５年　１月３１日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ ２０２５年　１月３１日

（対象者数） 4 （回答者数） 3

～ ２０２５年　１月　３１日

（対象数） 3 （回答数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 ・今後も連携をとり支援の充実を図っていきます。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2 ・HPを活用し保育所等訪問支援の情報を伝えていく。

3

○事業所名 安城市立サルビア学園

○保護者評価実施期間 ２０２５年　１月１４日

○保護者評価有効回答数

２０２５年　１月１４日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 ２０２５年　３月　２８日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 ２０２５年　１月１５日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・訪問支援員が兼務であるため、スケジュール調整が必要で

あります。
・現状の実績から考えると、常勤の職員の雇用は難しい。

・HPで保育所等訪問支援の情報について十分な周知ができて

いません。

・HPにも同じリーフレットを掲載することでさらに周知でき

ると思われる。

・公立の事業所であるため、市内の公立こども園、公立保育

園との連携が取りやすいです。

・訪問支援以外でも、園で困ったことや相談に応じて連携を

図っています。

・市内のこども園、公立保育園での経験がある職員が訪問支

援を担当するので、訪問先の環境や対応の理解がしやすい。

・訪問支援員を選ぶ際は、経験を考慮して選ぶようにしてい

ます。

事業所における自己評価総括表公表


